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金田町人の動き 

(3月1日現在） 

世帯数 2. 7 9 T 

人 ロ 9. 5 7 0 

男 4 ,695 女 4,815 

出生 9 死亡 8 

転入 36 転出 36 
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かなだ
36 

「
議
会
だ
よ
り
 

昭
和
六
十
年
第
二
回
定
例
町
 

議
会
が
三
月
十
八
日
招
集
さ
れ
 

九
日
間
の
会
期
に
よ
り
諸
議
案
 

が
慎
重
審
議
さ
れ
、
次
の
と
お
 

り
そ
れ
ぞ
れ
可
決
を
み
て
閉
会
 

い
た
し
ま
し
た
。
 

＠
議
案
第
三
号
 
金
田
町
税
条
 

例
の
固
定
資
産
税
の
昭
和
六
 

十
年
度
に
お
け
る
納
期
の
特
 

例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
四
号
 
金
田
町
公
印
 

取
扱
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

＠
議
案
第
五
号
 
金
田
町
職
員
 

定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
六
号
 
金
田
町
職
員
 

の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
 

例
の
制
定
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
七
号
 
金
田
町
簡
易
 

水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
八
号
 
金
田
町
職
員
 

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
 

て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
九
号
 
町
道
路
線
の
 

認
定
に
つ
い
て
 （

原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
号
 
収
入
役
の
 

議会事務局L 

選
任
に
つ
い
て
 （

選
任
同
意
）
 

住
所
 
金
田
町
大
字
金
田
六
 

四
〇
番
地
の
四
 

氏
名
 
寵
原
雄
次
 

昭
和
七
年
十
ニ
月
五
日
生
 

⑥
議
案
第
十
一
号
 
金
田
町
議
 

会
常
任
委
員
会
委
員
並
び
に
 

常
任
委
員
長
及
び
副
委
員
長
 

選
任
に
つ
い
て
 

任
期
 
昭
和
六
十
年
五
月
十
 

三
日
か
ら
昭
和
六
十
 

二
年
四
月
三
十
日
迄
 

0
総
務
財
務
委
員
会
 

委

員

長

 
藤
林
 
俊
信
 

副
委
員
長
 
中
島
 

力
 

委

員

 

大
島
 
文
雄
 

ク
 

大
井
 

半
 

ク
 

千
手
 
大
蔵
 

ク
 

江
口
 

三
郎
 

e
産
業
経
済
民
生
委
員
会
 

委

員

長

 
米
家
 
荒
雄
 

副
委
員
長
 
竹
宗
 

学
 

委

員

 

吉
田
 
春
義
 

ク
 

藤
元
 
俊
治
 

ガ 

士口田 

保
 

田
土
木
鉱
害
委
員
会
 

委

員

長

 
市
丸
 
定
行
 

副
委
員
長
 
属
 

公
弘
 

委

員

 

相
原
清
一
郎
 

ク
 

木
戸
 
幸
義
 

ク
 

若
林
佐
久
馬
 

ク
 

辰
島
 

保
 

⑥
議
案
第
＋
二
号
 
金
田
町
消
 

防
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
 

委

員

 

千
手
 
大
蔵
 

ク
 

米
家
 
荒
雄
 

ク
 

大
井
 

半
 

ク
 

若
林
佐
久
馬
 

⑥
議
案
第
＋
三
号
 
昭
和
五
＋
 

九
年
度
金
田
町
財
政
再
建
計
 

画
の
変
更
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
四
号
 
昭
和
五
十
 

九
年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
 

正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
」
 

⑥
議
案
第
十
五
号
 
昭
和
五
十
 

九
年
度
金
田
町
同
和
地
区
住
 

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
 

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
 

） 
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
六
号
 
昭
和
五
十
 

九
年
度
金
田
町
老
人
医
療
特
 

別
会
計
補
正
予
算
（
第
ニ
号
 

） 
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
七
号
 
昭
和
五
十
 

九
年
度
金
田
町
国
民
健
康
保
 

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
 

111
号
）
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
八
号
 
昭
和
五
十
 

九
年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
 

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
 

い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
九
号
 
昭
和
五
＋
 

九
年
度
金
田
町
簡
易
水
道
特
 

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
 

に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
十
号
 
昭
和
六
十
 

年
度
金
田
町
財
政
再
建
計
画
 

の
変
更
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
〕
 

⑥
議
案
第
二
十
一
号
 
昭
和
六
 

十
年
度
金
田
町
一
般
会
計
予
 

算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

四
、
O
八
九
、
九
三
O
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
＋
二
号
 
昭
和
六
 

十
年
度
金
田
町
同
和
地
区
住
 

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
 

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

五
ニ
七
、
八
五
四
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
十
三
号
 
昭
和
六
 

十
年
度
金
田
町
老
人
医
療
特
 

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

三
一
六
、
七
一
一
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
十
四
号
 
昭
和
六
 

十
年
度
金
田
町
国
民
健
康
保
 

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

二
七
二
、
六
二
八
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
＋
五
号
 
昭
和
六
 

十
年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
 

計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

一
五
一
、
〇
五
九
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
十
六
号
 
昭
和
六
 

十
年
度
金
田
町
簡
易
水
道
特
 

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

五
一
一
、
」
ハ
」
ハ
ー
ー
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
十
七
号
 
金
田
町
 

議
会
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
 

て
、
和
田
玉
吉
氏
が
議
員
を
 

辞
職
し
た
た
め
後
任
者
を
選
 

挙
し
た
も
の
で
す
。
 

副
議
長
 
相
原
清
一
郎
 

⑥
各
種
行
政
委
員
 

⑥
金
田
町
老
人
憩
の
家
運
営
委
 

員
会
委
員
選
任
に
つ
い
て
 

委

員

 
市
丸
 
定
行
 

ク
 

千
手
 
大
蔵
 

＠
金
田
町
国
民
健
康
保
険
運
営
 

協
議
会
委
員
選
任
に
つ
い
て
 

委

員

 
藤
林
 
俊
信
 

ク
 

木
戸
 
幸
義
 

ク 

江
口
 

三
郎
 

⑥
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
（
 

兼
任
社
会
教
育
委
員
）
選
任
 

に
つ
い
て
 

委

員

 
大
井
 

半
 

ク 

大
島
 
文
雄
 

⑥
育
英
資
金
貸
与
審
議
会
委
員
 

選
任
に
つ
い
て
 

委

員

 
吉
田
 
春
義
 

ク
 

属
 

公
弘
 

ク
 

藤
元
 
俊
治
 

⑥
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
選
 

任
に
つ
い
て
 

委

員

 
中
島
 

力
 

ク
 

竹
宗
 

学
 

⑥
金
田
町
人
権
擁
護
委
員
候
補
 

者
の
推
せ
ん
承
認
に
つ
い
て
 

（承 

認） 

住
所
 
金
田
町
大
字
金
田
四
一
 

〇
番
地
の
一
 

氏
名
 
桑
野
 
興
七
 

明
治
四
十
三
年
一
月
十
 

五
日
生
 

〇
請
願
書
、
要
請
書
の
審
査
 

O
部
落
解
放
基
本
法
制
定
の
た
 

め
の
自
治
体
議
会
決
議
の
要
 

請
 

（採 

択） 

e
失
業
者
、
高
令
の
雇
用
者
対
 

策
の
充
実
を
も
と
め
失
業
対
 

策
諸
事
業
の
六
五
才
線
引
き
 

首
切
り
に
反
対
す
る
請
願
書
 

（採 

択） 

田
原
爆
被
害
者
援
護
法
即
時
制
 

定
の
促
進
決
議
、
意
見
書
採
 

択
に
関
す
る
請
願
書
 

（採 

択） 

〇
意
見
書
、
決
議
の
審
査
 

O
部
落
解
放
基
本
法
制
定
に
つ
 

い
て
の
要
望
決
議
 （決 

定） 

e
失
業
者
、
高
令
者
の
雇
用
対
 

策
の
充
実
を
求
め
失
業
対
策
 

諸
事
業
の
六
五
才
線
引
き
首
 

切
り
反
対
に
つ
い
て
の
意
見
 

書
 

（決 

定） 

田
原
爆
被
害
者
援
護
法
の
即
時
 

制
定
を
求
め
る
意
見
書
 

（決 

定） 

0
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
に
関
す
 

る
決
議
 

（決 

定） 

以
 

上
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町
 

田
 

金
 』

 

《
四
 

月
 
詠
 
草
》
 

公

民

館

短

歌

教

室

 

友
清
 
隆
雄
 

と
き
く
 

・つと 

充
実
の
瞬
間
来
る
日
々
に
疎
 

か
り
き
 
燃
え
た
つ
も
の
を
 

し
き
り
恋
ひ
を
り
 

阿
部
 
重
宏
 

身
構
へ
て
生
き
し
回
も
あ
り
 

さ
ら
さ
ら
と
 
落
葉
ふ
ら
し
 

て
木
枯
過
ぐ
る
 

故
藤
本
 
唯
彦
 

行
商
の
母
の
帰
る
を
幼
き
日
 

待
ち
た
る
坂
に
老
い
て
わ
れ
 

停
つ
 

田
代
 

稔
 

春
来
な
ば
ま
た
歌
詠
ま
む
と
 

誓
ひ
し
に
 
君
は
待
た
ず
に
 

よ
み
 

黄
泉
に
旅
立
つ
 並

川
 
君
子
 

雪
の
上
に
雪
降
り
統
く
日
暮
 

れ
ど
き
 

シ
 
ャ
ツ
タ
ー
の
音
が
 

あ
ち
こ
ち
に
ひ
び
く
 

福
原
 
照
子
 

反
坑
期
の
あ
り
と
し
き
け
ど
我
 

が
子
に
は
 
さ
し
た
る
こ
と
の
 

無
き
を
愛
し
む
 

室
 

k
ー
ョ
 

土
の
香
の
に
ほ
ふ
裏
山
に
吾
子
 

と
お
 

つ
れ
て
 

春
蘭
つ
み
し
杏
き
日
 

懐
し
 

I 

菊
池
 

一
枝
 

遠
き
日
の
師
の
面
影
を
思
ひ
出
 

す
 
教
議
大
要
を
出
し
て
読
み
 

を
り
 

高
木
美
代
子
 

一
人
居
の
夜
は
長
け
れ
ば
 

テ
 

レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ま
た
つ
け
 

て
見
る
 

金

田

町

老

人

 力ノ
 

ラ

ブ

 

廿
俳
句
・
短
歌
愛
好
会
廿
 

ロ

俳

 

句

ロ

 

原
田
 
豊
茂
 

木
の
葉
髪
気
に
し
な
が
ら
の
 

旅
仕
度
 

岩
野
 
勝
義
 

土
筆
と
り
帰
り
の
道
の
 

遠
き
こ
と
 

鳥
越
 
美
枝
 

政
子
 

土
筆
と
り
帰
り
の
道
に
 

菜
の
花
つ
み
 

岡
本
勝
次
郎
 

春
泥
の
汚
し
て
お
り
し
 

道
し
る
べ
 

岡
本
 
清
子
 

嘘
し
ら
ぬ
児
の
瞳
か
が
や
く
 

犬
ふ
ぐ
り
 

鳥
雲
に
友
一
人
去
り
 

ロ

短

 

歌

ロ

 

一
人
病
む
 

鳥
越
 
美
枝
 

小
野
ト
メ
子
 

永
病
み
の
夫
の
看
護
も
限
界
か
 

六
十
七
才
の
吾
れ
の
体
力
 

福
田
 

昌
 

は
は
 

亡
母
と
似
る
古
き
歌
友
の
手
を
 

ひ
き
て
 

語
り
つ
歩
め
り
柳
川
 

の
道
を
 

千
手
佐
起
子
 

赤
紙
の
来
り
し
夫
に
嫁
ぎ
来
し
 

非
国
民
に
は
な
る
な
と
い
は
れ
 

て
 

岡
野
富
司
生
 

年
毎
に
別
れ
は
来
れ
ど
新
た
な
 

る
涙
は
湧
き
て
卒
業
生
お
く
る
 

久
保
 
恵
子
 

夜
も
明
け
て
見
渡
す
限
り
白
き
 

雪
 
出
発
す
る
子
の
服
仕
上
が
 

り
ぬ
 

まご 

井
唾
元
智
恵
子
 

馬
子
の
引
く
鈴
の
音
も
い
つ
か
 

遠
の
き
て
 

日
暮
の
早
き
仁
田
 

峠
を
下
る
 

三
村
 

和
子
 

芽
ぶ
き
た
る
柳
の
み
ど
り
水
に
 

乗
れ
 

お
花
屋
敷
が
川
面
に
ゆ
 

●
り
ぐ
 

伊
藤
 
初
美
 

ひ
と
が
た
 

人
形
に
女
の
厄
を
持
ち
さ
れ
と
 

川
に
流
せ
し
ひ
な
祭
見
る
 

林
 

淳
一
 

実
が
な
ら
ば
子
等
喜
こ
ば
む
と
 

亡
き
母
が
 
手
植
え
く
れ
た
る
 

サ
ク
ラ
ン
ボ
咲
く
 藤

林
 
俊
信
 

枯
葉
舞
ふ
裸
林
の
片
隅
に
 
古
 

き
耕
う
ん
機
の
置
き
捨
て
て
あ
 

h
ノ 

中
村
 
繁
生
 

山
口
 

倭
子
 

谷
あ
い
の
緑
め
ぐ
ら
す
農
家
ら
 
修
験
者
も
通
り
に
け
ら
し
英
彦
 

し
鯉
織
り
の
 
色
映
え
て
鮮
ら
 
山
の
 

蒼
き
参
道
の
石
窪
み
た
 

し
 

る
 

翻
 

一
 

春
節
に
ロ
紅
う
す
く
 

引
き
み
れ
ば
老
の
さ
み
し
さ
 

少
し
は
な
や
ぐ
 

克
芳
 

】
年
の
入
学
祝
い
し
初
孫
が
 

早
や
高
学
の
制
服
を
着
る
 

克
芳
 

三
方
鏡
た
を
れ
し
ま
ま
の
 

事
故
の
あ
と
 

お

知

ら

せ

 

金
田
町
々
民
体
育
祭
の
 

期
 
日
 
迫
 
る
 
ノ・ 

昭
和
 60 

年
第
 12 

回
金
田
町
々
 

民
体
育
祭
を
5
月
 19 

日
金
田
中
 

学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
す
る
計
 

画
で
進
め
て
お
り
ま
す
。
 

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
 

が
出
来
し
だ
い
各
地
区
の
公
民
 

館
長
さ
ん
か
体
育
部
長
さ
ん
に
 

連
絡
を
致
し
ま
す
の
で
、
そ
の
 

時
は
町
民
み
な
さ
ん
の
御
参
加
 

と
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
 

社
会
教
育
課
 

年
 
金
 
だ
 
よ
 
h
一 

住
民
課
国
民
年
金
係
 

勤
め
を
や
め
た
人
は
 

国
民
年
金
に
 

加
入
し
ま
し
ょ
・
つ
 

勤
め
て
い
た
人
が
，
 
60 

歳
に
 

な
る
前
に
会
社
や
役
所
な
ど
を
 

退
職
し
た
ら
、
そ
の
翌
日
に
国
 

民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
を
し
 

ま
し
ょ
、
つ
。
 

そ
の
手
統
き
は
、
ご
本
人
が
 

印
鑑
と
厚
生
年
金
等
の
年
金
手
 

帳
を
持
っ
て
役
場
年
金
係
へ
出
 

向
け
ば
簡
単
に
す
み
ま
す
。
 

こ
の
手
続
き
を
し
ま
す
と
、
 

今
ま
で
加
入
し
て
い
た
年
金
と
 

国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が
 

自
動
的
に
つ
な
か
り
ま
す
か
ら
 

老
後
に
な
っ
て
、
よ
り
多
く
の
 

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

も
し
、
こ
の
手
続
き
を
怠
り
 

ま
す
と
、
年
金
を
受
け
る
資
格
 

期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人
の
 

場
合
は
、
今
ま
で
に
掛
け
た
保
 

険
料
が
掛
け
捨
て
に
な
っ
て
し
 

ま
い
、
 

一
生
後
悔
す
る
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
た
と
え
資
格
期
間
を
 

満
た
し
て
い
る
人
で
も
、
少
な
 

い
年
金
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
 

老
後
の
生
活
設
計
を
大
切
に
 

す
る
た
め
に
も
、
国
民
年
金
加
 

入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

そ

の

一

杯

 

断

わ

る

勇

気

が

 

事

故

を

断

つ

 

ー
国
土
調
査
に
こ
協
力
を
 
闘
 

一 

振
興
課
国
土
調
査
係
ー
 

（
前
号
よ
り
つ
づ
き
ま
す
）
 

地
籍
調
査
時
に
お
い
て
、
所
 

有
者
及
び
地
目
を
同
じ
く
す
る
 

（
土
地
の
現
況
に
お
い
て
地
目
 

を
同
じ
く
す
る
と
い
う
趣
旨
で
 

登
記
簿
上
地
目
が
同
じ
と
い
う
 

趣
旨
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
登
記
 

簿
上
地
目
が
異
な
っ
て
い
て
も
 

現
況
が
同
一
の
地
目
の
場
合
は
 

直
接
合
筆
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
 

て
い
ま
す
）
二
筆
以
上
の
土
地
 

が
同
一
地
番
区
域
内
（
大
宇
金
 

田
、
大
字
神
崎
の
各
た
の
区
域
 

内
と
い
う
意
味
で
す
）
に
お
い
 

て
接
続
し
、
か
つ
そ
れ
ら
の
筆
 

界
を
現
地
に
お
い
て
確
認
す
る
 

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
又
は
そ
 

れ
ら
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
 

面
積
が
著
し
く
狭
少
な
場
合
等
 

土
地
の
管
理
上
合
併
が
あ
つ
た
 

も
の
と
し
て
調
査
を
行
う
必
要
 

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
土
地
の
 

所
有
者
の
同
意
を
得
て
、
合
併
 

が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
調
査
す
 

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
（
国
土
調
査
法
三
二
条
）
 

こ
の
場
合
に
は
登
記
所
は
、
そ
 

の
調
査
の
成
果
に
基
づ
い
て
合
 

筆
の
登
記
を
し
、
合
併
に
よ
る
 

所
有
権
の
登
記
も
し
ま
す
。
 

（ 

こ
の
場
合
、
新
た
な
そ
の
所
有
 

権
の
登
記
済
証
は
作
成
さ
れ
ま
 

せ
ん
の
で
、
合
併
前
の
登
記
済
 

証
が
所
有
権
移
転
等
の
際
必
要
 

と
な
り
ま
す
）
 
一
筆
の
土
地
の
 

一
部
に
つ
い
て
前
述
の
よ
う
な
 

事
情
が
あ
る
と
き
も
、
同
様
に
 

一
部
合
併
の
処
理
を
す
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
 
一
筆
の
 

土
地
の
一
部
が
他
の
一
筆
以
上
 

の
土
地
の
一
部
と
合
併
し
て
一
 

個
の
土
地
と
な
っ
て
い
る
よ
う
 

な
場
合
に
は
、
分
割
及
び
合
併
 

が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
調
査
す
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
こ
の
場
 

合
登
記
簿
に
は
、
当
該
関
係
土
 

地
に
つ
い
て
分
割
が
あ
っ
た
も
 

の
と
し
て
調
査
が
行
わ
れ
た
旨
 

と
合
併
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
 

調
査
が
行
わ
れ
た
旨
が
記
載
さ
 

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
 

合
併
も
当
然
、
合
併
の
禁
止
条
 

項
の
制
限
を
受
け
ま
す
の
で
、
 

地
籍
調
査
時
に
お
い
て
、
た
と
 

え
ば
い
ず
れ
か
の
土
地
に
抵
当
 

権
設
定
の
登
記
が
あ
る
場
合
に
 

は
、
合
筆
の
登
記
を
す
る
こ
と
 

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
御
注
意
下
 

き
い
。
 

※
南
木
宅
地
区
域
に
つ
い
て
 

昨
年
末
よ
り
立
会
調
査
を
し
 

本
年
三
月
末
で
一
応
の
測
量
を
 

終
え
ま
し
た
。
地
元
の
皆
様
の
 

御
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。
尚
 

四
月
に
、
測
量
図
を
皆
様
に
 

見
て
い
た
だ
く
，
仮
閲
覧
I

を
 

実
施
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
節
 

は
、
土
地
所
有
者
及
び
関
係
者
 

の
方
々
に
回
覧
及
び
ハ
ガ
キ
等
 

に
て
、
詳
細
を
通
知
致
し
ま
す
 

の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

，
く
‘
‘
・
？
、
、
》
●
、
く
！
‘
・
●
！
、
・
？
●
・
？
●
・
？
●
●
・
‘
‘
・
●
●
、
・
？
●
・
？
●
・
？
●
！
・
・
に
一
、
●
●
‘
・
●
●
…
●
‘
・
・
●
、
・
・
 

《
人
口
動
態
調
査
に
こ
協
力
を
》
 

保
健
福
祉
の
向
上
に
 

役
立
た
せ
ま
す
 

法

務

省

・

厚

生

 省
 

厚
生
省
で
は
人
口
動
態
調
査
 

を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
 

の
調
査
は
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
 

、
死
亡
、
死
産
、
婚
姻
、
離
婚
 

の
各
届
書
を
も
と
に
、
人
ロ
の
 

動
き
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、
 

国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
だ
け
 

は
、
そ
こ
に
職
業
名
を
記
入
し
 

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
つ
て
い
 

ま
す
。
ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
 

併
せ
て
産
業
名
も
記
入
し
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 

調
査
結
果
は
今
後
の
保
健
福
 

祉
の
向
上
に
役
立
た
せ
る
た
め
 

の
統
計
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
 

ま
す
。
今
年
は
国
勢
調
査
の
年
 

に
当
た
る
た
め
、
記
入
に
つ
い
 

て
ご
面
倒
を
か
け
ま
す
が
、
ご
 

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
 

た
し
ま
す
。
 

調
査
方
法
、
内
容
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

（
調
査
期
間
）
 

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
 

昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日
 

ま
で
の
一
年
間
 

（
調
査
対
象
者
）
 

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
 

離
婚
届
を
出
さ
れ
る
方
々
。
 

（
調
査
方
法
）
 

各
届
書
を
出
す
と
き
に
、
 
そ
 

れ
ぞ
れ
職
業
名
を
記
入
し
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
職
業
名
は
具
体
 

的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
例
 

え
ば
「
会
社
員
」
の
方
は
一
般
 

事
務
員
、
設
計
技
師
と
い
う
よ
 

う
に
、
 

「
工
員
」
 
の
方
は
製
鉄
 

工
、
自
動
車
整
備
士
と
い
う
よ
 

う
に
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

ま
た
、
 

「
公
務
員
」
 
の
方
も
、
 

郵
便
外
務
員
、
会
計
事
務
員
と
 

い
う
よ
う
に
具
体
的
に
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

ま
た
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
 

建
設
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
つ
 

た
産
業
名
も
併
せ
て
記
入
し
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 

◇
 

◇
 

届
出
を
す
る
市
区
町
村
役
場
 

の
窓
口
に
は
「
出
生
届
、
死
亡
 

届
、
死
産
届
、
婚
姻
届
、
離
婚
 

届
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い
」
の
 

リ
ー
フ
レ
ツ
ト
を
備
え
付
け
て
 

あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
 

保
険
料
を
 

前
納
す
る
と
 

割
引
き
さ
れ
ま
す
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
定
 

額
保
険
料
と
付
加
保
険
料
と
が
 

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
、
4
 

月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
一
年
 

分
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
前
納
制
度
を
利
用
さ
れ
 

ま
す
と
、
お
さ
め
忘
れ
な
ど
が
 

防
止
で
き
る
と
と
も
に
、
納
付
 

の
手
間
も
は
ぶ
け
、
そ
の
う
え
 

割
引
き
が
あ
る
の
で
と
て
も
便
 

-4 月から前納した場合と 

月々納付した場合の比較― 

利
で
す
。
 

o
今
年
度
4
月
か
ら
の
保
険
料
 

o
定
額
保
険
料
 

六
、
七
四
〇
円
 

o
定
額
保
険
料
＋
付
加
保
険
 

料
 七、 

一
四
〇
円
 

前
納
制
度
を
 

こ
存
知
で
す
か
 

ち
な
み
に
、
こ
の
4
月
か
ら
 

一
年
分
の
保
険
料
を
前
納
さ
れ
 

た
場
合
と
月
々
お
さ
め
ら
れ
た
 

場
合
と
の
比
較
は
表
の
と
お
り
 

で
す
。
 

な
お
、
4

月
に
前
納
す
る
場
 

合
に
か
ぎ
り
、
 

一
年
未
満
の
前
 

納
の
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
詳
 

し
く
は
、
役
場
国
民
年
金
係
に
 

お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

納付区分 
月々納めた場合 

④ 

前納した場合 

⑧ 

割引額 

④ー ⑧ 

定額保険料 

の み 

6,740円× 

12月 

80,880円 78,93n円 1,950円 

定額保険料 

+ 

付加保険料 

7,140円× 

12月 

85,680円 83,610円 2,070円 

原

因

は

家

庭

に

／

・

 

廿
少
 

年
 
非
 
行
 11
 

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

今
回
福
岡
県
で
は
青
少
年
非
行
 

さミミ、．・、、，・‘、．・・、ミ、ミS
電
ミ
ミ
ミ
ミ
，
・
、
、
、
・
‘
、
、
‘
・
、
ミ
ミ
ミ
【
？
、
、
 

△

…

自

衛

官

募

集

…

▽

 

一
、
受
付
期
間
 

随
時
行
つ
て
お
り
ま
す
 

ニ
、
受
験
資
格
 

満
 18 

才
2
 25 

才
未
満
の
男
子
 

三
、
試
験
期
日
 

各
志
願
者
ご
と
に
指
定
す
る
 

日
 

四
、
試
験
科
目
 

国
語
、
数
学
、
社
会
及
び
作
 

文
等
 

五
、
試
験
場
及
ひ
問
い
合
せ
先
 

福
岡
地
方
連
絡
部
 

飯
塚
募
集
事
務
所
 

電
話
（
晃
買
）
⑩
四
八
四
七
番
 

住
所
 
飯
塚
市
大
字
横
田
八
 

一
 

一
 

〇
 

？
・
、
、
、
さ
、
、
‘
、
ミ
？
ミ
ミ
？
、
ぐ
、
、
）
、
‘
、
ミ
ミ
、
、
ミ
い
ぐ
ミ
 ミミ、、、？ 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

中
道
 
政
輝
殿
 

黒
土
ふ
じ
子
殿
 

牧
野
伊
佐
美
殿
 

お
礼
の
言
葉
 

東
 
克
美
 
殿
 

御
祖
母
様
御
逝
去
の
さ
い
香
 

典
返
し
と
し
て
御
寄
贈
下
さ
い
 

ま
し
た
事
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
 

す。 老
人
会
運
営
に
有
意
義
に
使
 

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

東
 

克
美
殿
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

福
田
 
国
彦
殿
 

会
長
 
辰
島
 
宗
一
 

桑
野
香
代
子
殿
 

右
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
と
 

し
て
、
御
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
 

た
。
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
 

ぎ
い
ま
し
た
。
 

、
パ
 

、藍・w 
、
 

等
に
つ
い
て
県
民
意
識
調
査
を
 

行
い
ま
し
た
そ
の
結
果
、
非
行
 

問
題
へ
の
関
心
度
は
「
関
心
が
 

あ
る
」
と
答
え
た
人
は
 81 

％
あ
 

り
ま
し
た
。
関
心
の
深
い
人
は
 

ど
ん
な
人
に
多
い
の
か
を
み
る
 

と
年
令
で
は
 40 

才
代
で
中
、
高
 

校
生
の
子
供
を
も
つ
親
、
反
対
 

に
関
心
の
な
い
人
で
は
、
 
30 

才
 

以
下
の
若
い
世
代
、
学
生
、
独
 

身
者
や
子
供
の
い
な
い
人
と
い
 

う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
そ
こ
 

で
何
が
非
行
の
原
因
に
な
つ
て
 

い
る
か
を
尋
ね
た
結
果
「
家
庭
 

」 
「
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
か
ら
 

み
あ
つ
て
い
る
」
 
「
社
会
の
風
 

潮
」
 

「
本
人
」
が
上
位
を
占
め
 

ま
し
た
、
半
面
「
学
校
」
や
「
 

地
域
社
会
」
と
い
う
答
が
合
わ
 

せ
て
5
％
に
も
満
た
な
か
つ
た
 

点
は
注
目
さ
れ
ま
す
。
 

青
少
年
の
非
行
防
止
は
、
他
人
 

に
任
せ
る
だ
け
で
な
く
、
家
庭
 

や
地
域
社
会
に
お
い
て
自
ら
積
 

極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
大
切
 

だ
と
思
わ
れ
ま
す
、
ま
た
青
少
 

年
を
取
り
巻
く
環
境
の
浄
化
も
 

大
切
に
な
つ
て
き
ま
す
。
 

（
県
青
少
年
対
策
課
資
料
よ
り
）
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昭和60年度 福岡県巡回交通事故相談日程表 

ノ、 

ー
モ
 
●一 

1

、、ノ 

●
ノ
ー
、
●
 

ノ
《
、
 

【一・一 

‘
叱
」
し
一
C

ノ
カ
・
力
 

慰
 

全
国
の
老
人
ホ
ー
ム
の
お
年
 

寄
り
た
ち
か
ら
 
，
ハ
ー
モ
ニ
カ
 

お
じ
さ
ん
I

と
親
し
ま
れ
て
い
 

る
佐
世
保
市
山
祇
町
、
福
島
秀
 

治
さ
ん
が
一
月
三
十
日
に
「
第
 

二
長
寿
園
」
（
吉
田
信
治
園
長
）
 

を
慰
問
し
お
年
寄
り
た
ち
の
リ
 

ク
エ
ス
ト
に
応
じ
「
酒
は
涙
か
 

問
 

た
め
息
か
」
「
麦
と
兵
隊
」
「
ラ
 

バ
ウ
ル
小
唄
」
な
ど
を
次
々
に
 

披
露
し
た
。
お
年
寄
り
た
ち
 

は
、
メ
ロ
デ
イ
ー
に
合
わ
せ
元
 

気
に
歌
っ
て
い
た
が
、
中
に
は
 

昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
目
頭
 

を
押
さ
え
る
人
も
い
ま
し
た
。
 

福岡県企画開発部交通対策課 

二二～～二二～ 月 
巾 町 名 ～、、× 

4
ュ 

に
J
 6 7 8 9 

10 12 1 2 っ】
 相 談 場 所 

飯 塚 市 
2 

（火） 

7 

（火） 

4 

（火） 

2 

（火） 

6 

（火） 

3 

（火） 

1 

（火） 

5 

（火） 

3 

（火） 

7 

（火） 

4 

（火） 

4 

（火） 

飯塚市新立岩5-5 
飯塚市巾民相談室 

TE (0948) @ 5500 内 209 

田 川 市 
22 

（月） 

20 

（月） 

17 

（月） 

22 

（月） 

19 

（月） 

30 

（月） 

21 

（月） 

18 

（月） 

23 

（月） 

20 

（月） 

17 

（月） 

17 

（月） 

田川市中央町1-1 
田川市市民相談係 

TE (0947) @ 2000 内 394 

直 方 市 
18 

（木） 

16 

（木） 

20 

（木） 

18 

（木） 

15 

（木） 

19 

（木） 

17 

（木） 

21 

（木） 

19 

（木） 

16 

（木） 

20 

（木） 

20 

（木） 

直方市殿町7-1 
直方市市民相談室 

TEL (0949)⑩ 4111 

昭和60年度 

相談時間 午前10時～午後 4時（受付 午後3時まで） 

主 催 事 業 あ ん な い 福岡県立英彦山青年の家 

左 種 別 事 業 名 期 日 日 数 参 加 対 象 募集人員 

4 
主 催 青年の家夏季キャンプ ・7月22日（月）-8月31日（土） 。一般利用（小学校5年生以上） 100 名 

5 
主 催 親子キャンプ ・7月26日（金）-28日（日） 2泊3日 。小学生及びその保護者 100 名 

6 
主 催 青少年キャンプ ・8月8日（木）~n日（日） 3泊4日 。在学青少年（中学生以上）及び 

勤労青少年 
100 名 

7 
主 催 第25回福岡県青年学級生大会 ・9月 7日（土）~8日（日） 1泊2日 。青年学級・教室・広域青年大学 100 名 

8 
主 催 福岡県青年国内研修 ・10月5日（土）-10日（木） 5泊6日 。青年団体・学級・教室のリ一ダ 10 名 

9 
特 別 英彦山の紅葉と史跡を訪ねて ・ll月2日（土）~3日（日） 1泊2日 。一般（中学生以上） 200 名 

10 主 催 学校集団宿泊担当者研修 ・11月26日（火）-28日（木）2泊3日 。中学校・高校・大学・各種学校 
・専修学校などの研修担当者 

100 名 

。受講料、宿泊料は無料です。 01人でも参加できます。 
。それぞれの事業の開催要項は実施期日の約1か月前に県や市町村の教育委員会社会教育課へ送ります。 
。くわしくは下記におたずねくださいe 

〒 824-07 福岡県田川郡添田町大字英彦山 TEL 0947 -85 - 0101（代表） 

東京田川学舎《舎生募集》 

入舎資格 田川市郡在住者の 
子弟 

舎 費 月額 13,000円 

食 費 月額 14,000円 
募集人員 8人 

お申込・問合わせ先 
田川市 教育委員会 
田川市中央町1 番1号 
市役所内電話＠2000番 
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